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令和6年能登半島地震の観測記録を用いた鋼管集成橋脚の応答特性の分析
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1. はじめに

鋼管集成橋脚は図ー1に示すように， 鋼管4本組を基本単位 とし， 履歴減衰機能 を有

するせん断パネルを組み込んだせん断リンクにより鋼管 を互いに接合することで単一

の柱 とした構造である． 本橋脚は死荷重や活荷重などの鉛直荷重を一次部材である鋼

管柱で支持し， 地震時慣性力などの水平荷重を二次部材であるせん断リンクで抵抗す

る機 構を有する． この橋脚は， 阪神高速道路 の海老江ジャンクション（以下， 海老江

JCT)などにおいて試験施下が実施され，既に供用が開始されている． そして， 実構造

に適用された鋼管集成橋脚が設計時のコンセプトに従って挙動しているか を確認する

ために，2021 年 4月 よりモニタリング計測 を実施している 1
).

ここでは，2024 年 1 月 1 日 に発生した令和6年能登半島地震時の観測データを用い

て， 鋼管集成橋脚の応答特性を分析した．

2. 対象橋梁とセンサ配置

計測対象の鋼管集成橋脚は， 海老

江 JCT の神戸線から淀川左岸線への

渡り線 となるDランプ[1]のPD4 橋

脚に適用されている． Dランプ[1]の

平 面図を図ー2勾（航空写真を加工して

作成） に示す． PD4橋脚 を含むDラ

ンプ[1]橋はPDl~PD5 間の鋼5径間

連続鋼床版箱桁橋(92.7+60.5+50.5

+49.0+78. 9=331.6 m)であり， 端支 図ー2 Dランプ[1]橋平面図

点の支持条件はPDlが機能分離，PD5 が固定，その間の中間支点は剛結構造である．

PD4橋脚以外の橋脚は従来型の矩形断面鋼製橋脚である．

計測機器の設置位置および測点名を図ー3に示す． ひずみゲージの計測断面は橋脚

基部と上部であり， 鋼管に対して橋軸および橋軸直角方向の 4箇所の位置で鋼管軸

方向（鉛直方向）のひずみを計測している． 加速度計は橋脚基部と各せん断リンクの

上側の計5 箇所に設置し，計測方向は鋼管集成橋脚に対して橋軸，橋軸直角 ，鉛直 の
図ー3 対象構造物の計測位置

3 方向性成分 としている． こ れらの計測時間は地震 を感知してから300 秒間，計測間

図ー1 鋼管集成橋脚

隔は200Hzである．

3. 観測地震動

2024年1月1日16 時10 分頃，能登半島 を震源とするマグニチュ ー ドM7.6

の地震が発生し， 海老江JCTが位置する大阪市福島区付近では震度4を観

測した． 図ー4に5％の減衰 を考慮したPt.Iの加速度応答スペクトルを道路

橋示方書・同解説V編耐震設計編3
)（以下， 「道示v 」という）に示される

加速度応答スペクトルと併せて示す． Pt.Iは構造物の応答となるが，最も

地表面に近い箇所での計測波形 となる． これより今回計測された計測波

形は， 道示Vに示されるレベル1 地震動より全ての周期帯で小さいことが

分かる． また，3方向の周期は0.8 ~1.1秒程度の周期帯で最大加速度 となっ

ている．
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図ー4 Pt. 1の加速度応答スペクトル
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